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令和元年の初当選から2年が過ぎ、11月 で阿南市議会の任期満了を迎えます。議員として取

り組んで来ましたことをあらためて振 り返 り、みなさまのくらしに寄 り添う市議会議員として

これからの目標をお伝えします。また後援会活動へのご参加もお待ちしています。 ~

*子 ども達を安全な環境で保育して欲しい、と,,願 う保護者の切実な要望に賛同する

3976名 の署名とともに阿南市議会に提出された請願は令和 3年 3月 定例会にて

「採択」され市長に送付されました。

*5月 阿南市こども課から長生町にチラシが配布。内容は「寄付されたサンダイヤ株式会社

工場跡地は原則としてこども園建設は困難。子どもたちの安全・安心を最優先に土地の活

用について慎重に検討し判断していく」

こどもたちの安全をまもるためには、阿南市が新たな方向性を示 した上で寄付された土地に

「建設するのか、しないのか」最終判断ののち、次のステップに進むことが肝要です。

速やかで適切な検討がなされていることが望まれます。
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*毎年地域の生活に密着 した要望内容があがり、地域の課題に向き合いその取組を

学びました。行政任せではなく地域が主体 となって地元を良くしていこうと汗を

かかれています。こども園の要望についても地域の子どもたちを大切に、保護者を

応援 してくださることに感謝 しています。今後も振興会の要望に限らず市民のみな

さまのご意見を行政につなぐ架け橋として調査研究、要望活動を行ってまいります。

・コロナ対策会議の立ち上げに参加 (感染症予防についての情報動画のYouTube配信)

・飲食店応援事業、体業支援金のご案内

。学校でのコロナ感染症が確認された場合の対応と、人権を守る配慮
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・保育所の職場環境の早期改善

・発達障がいの支援の充実

・居場所づくりとしての「こども食堂」の推進
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。学校給食の残食量を減らすための取組 (食品ロス削減)

。安心安全な学校給食の推進 (ア レルギー対応 。有機作物の導入にむけた調査研究)

0

°C02削減にむけた取組の推進

。環境省「重要里地里山 500」 に選定された長生西部地区には

希少植物が 15種類確認されています。今後、開発と自然環境が共存する取組を

長生の魅力として発信し、産業発展につなげるために調査研究を続けます。
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(市内の保育所および幼稚園の視察、聞き取り)

自主防災組織 要配慮者の避難

足育 学校給食の公会計化
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今後の目標

取組中の課題の解決にむけて力を尽 くしてまいります。

「解決の糸回」は現場の困りごと、要望にしつかり向き合うことから見えてきます。

さらに社会は様々なつながりで成 り立っていることから、様な分野、他市、他県、海外に目を

向けて課題を研究することも必要ですので調査研究に取 り組みます。

わたしは人と人の和を信じています。

そこから生まれる発想、希望を大切にあきらめずに育てて参ります。
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